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５段階評価（５…適切　　　　　４…ほぼ適切　　　３…どちらともいえない
　　　　　　２…やや不適切　　１…不適切）

    点数/満点

学生の学習状況に応じた、授業内容、方針の見直し、実習環境の整備も行われている。
学生が意見を言える場も設けられ、日常の中で話を聞く体制に取り組むことができてい
るので、継続できることを期待します。

卒業生を複数人招き、看護学校卒業後から現在までにキャリアについての講演はとても
素晴らしいと思います。教科書には載っていないリアルな現状を知ることができて、学
生にとって非常に大きな価値になると感じました。

新たに設計されたカリキュラムにおいて、学校の独自の展開や学生の成長段階に合わせ
た段階的な教育を行えていたのではないかと思う。今後も学生一人ひとりが、自信を
持って医療現場に立てる知識や実践力を育むことを大切にされたい。

看護師としての資質をしっかりと育てられるカリキュラム編成になっている。入学して
くる学生は多様化していると思うが、看護師としての資質・能力をしっかりと育成する
とともに、全員が国家試験に合格できるように引き続きご指導願います。

５段階評価（５…適切　　　　　４…ほぼ適切　　　３…どちらともいえない
　　　　　　２…やや不適切　　１…不適切）

    点数/満点

目標達成に向けた適切な学校運営が行われた。課題などの共通認識を図り、引き続き市
内で活躍する人材の育成に励んでほしい。

ミッション・ビジョンを達成するために、学校運営に関する現状把握とその分析内容、
そして分析した結果から導き出した課題等のプロセスがわかる内容が記載してあると良
いと思いました。

教育環境のアップデート課題の見直しを継続されていることは評価する。今後も学校が
どれだけ学生と教職員のために最適な環境を整備し、質の高い教育を継続できる体制を
維持しているかを伝えることが重要だと思います。

校長先生のリーダーシップのもと、適切な学校運営がされている。引き続き、川口市立
看護専門学校の存在意義をしっかりと継続してもらいたいと思う。



項目Ⅲ．入学・卒業対策
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項目Ⅳ．学生生活支援
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５段階評価（５…適切　　　　　４…ほぼ適切　　　３…どちらともいえない
　　　　　　２…やや不適切　　１…不適切）

    点数/満点

学年ごとの特徴に合わせた支援がされている。就職の説明や学習環境を整備だけでな
く、精神的な支援への取り組みも行われている。学生の主体的な活動につなげられる様
に支援を継続していってください。

進学者への受験対策、就職先の願書添削や模擬面接など、進路支援支援が充実している
と思います。また就職説明会において、市内６病院からの卒業生を迎え、経験談などを
話して頂くことで、学生は具体的にイメージでき安心すると思います。

看護の学びは時に厳しい場面もあるため、ストレスや悩みに対するケア体制を整えてい
ることは評価されるポイントだと思います。

多様化している学生に対して、きめ細かなサポート体制が今後も大切だと思う。自分自
身に自信のない学生に小さな成功体験を積み重ねさせると自己肯定感が高まる。引き続
き全教職員できめ細かなサポートをしてもらいたい。

５段階評価（５…適切　　　　　４…ほぼ適切　　　３…どちらともいえない
　　　　　　２…やや不適切　　１…不適切）

    点数/満点

個別指導など卒業に対しての取り組みができている。学生の確保のための地域への活動
もされている。引き続き魅力のある学校のアピールがでいるように励んでほしい。

学校説明会や在校生との交流会など様々な活動を通して応募者確保の努力が伺えます。
次年度に向けた、社会人限定における説明会の開催時間を、是非検討していただき、社
会人応募者の確保にも意欲的に努めてほしいと思います。

看護師国家試験の合格率は高い水準を維持しており、学生一人ひとりが自信を持って卒
業を迎えられるよう、教員全員が全力でサポートしていると思います。また、卒業生た
ちは社会の医療現場で活躍しており、地域医療の発展に貢献していると思います。

多様化している学生に対して、きめ細かなサポート体制が今後も大切だと思う。自分自
身に自信のない学生に小さな成功体験を積み重ねさせると自己肯定感が高まる。引き続
き全教職員できめ細かなサポートをしてもらいたい。



項目Ⅴ．管理運営・財政
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項目Ⅵ．施設設備
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５段階評価（５…適切　　　　　４…ほぼ適切　　　３…どちらともいえない
　　　　　　２…やや不適切　　１…不適切）

    点数/満点

学生のニーズを踏まえた必要な施設整備がされている。バリアフリーにも取り組み、改
善されたことは大変良かったと思う。

平成６年の竣工であり部分的に古さが感じられるが、校舎内きれいに整理整頓されエン
トランス装飾など施設整備の管理は徹底されていると思います。

学生が快適に学び、活発に勉学に励める学習環境があり、教室やスペースの工夫を行っ
ていた。また、専門書が充実した図書館や学びを補助する環境が学生の成長を最大限支
援していると思います。

公立学校の施設は、雨漏りなど不具合が発生してからの事後修繕が多い。校舎は平成６
年竣工と比較的新しく整備されているので、定期的なメンテナンスを行って、長期使用
に耐えられる取組が大切だと思う。

５段階評価（５…適切　　　　　４…ほぼ適切　　　３…どちらともいえない
　　　　　　２…やや不適切　　１…不適切）

    点数/満点

現在の世情では困難なことも多いと思うが、健全な運営のために引き続き経費節減に取
り組んで下さい。

ハラスメント防止規定の策定の他、外部や学校内のハラスメントの相談窓口が明記さ
れ、誰でも相談しやすい環境になっているかを知りたいと思いました。個人情報管理に
ついては、その必要性と重要性を継続して教育する必要があると思います。

財政運営は、健全性を最優先されるべき課題であると思います。それが学生の最良の教
育環境になり、より高い質の教育提供ができると思います。

ハラスメントや個人情報保護については、価値観が年々変化しているので、不断の把握
と改善が大切だと思う。



項目Ⅶ．教職員の育成
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項目Ⅷ．広報・地域貢献・社会貢献
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５段階評価（５…適切　　　　　４…ほぼ適切　　　３…どちらともいえない
　　　　　　２…やや不適切　　１…不適切）

    点数/満点

ホームページだけでなく、時代に合わせたYouTubeなどの利用でよい広報活動ができてい
る。地域のボランティアの参加やイベントにも参加して社会貢献ができている。

実習を教員全員で強化したことや、教職員の質を高めるための活動など努力が伺える。
今後も教職員がモチベーションをもって、さらに知識の習得に努められるような体制を
強化してほしいと思います。

学校で学ぶ時間は限られていますが、広報・地域貢献・社会貢献をバランスよく考え、
「看護学校」そのものが健康と安全安心を象徴する存在であるということを伝えていく
ことで、より親しみが伝わり、信頼される存在になると思います。

意欲的に広報活動・地域貢献・社会貢献に取り組んでいると思う。高校においても従前
は中３生をターゲットとしていたが、小学生を対象にした学校説明会を行う高校も複数
でてきている。地域貢献と並行しながら現在も取り組んでいる「お仕事体験」という小
学生への啓発活動を行うことで、御校の存在を意識してもらう取組も効果があると思
う。

献血運動大会にて感謝状をいただくなど、地域に貢献していることが伺えます。今後、
広報活動を通して学校活動や地域貢献などのPRしてほしいと思います。

５段階評価（５…適切　　　　　４…ほぼ適切　　　３…どちらともいえない
　　　　　　２…やや不適切　　１…不適切）

    点数/満点

学生だけでなく教職員の交流や学習の機会が設けられていることは、教育の体制への底
上げとなり、大変有用です。さらに教育実践のブラッシュアップができることを期待す
る。

教職員育成に注力することで、学生に対して質の高い教育が提供でき、看護師としての
基礎力と応用力をしっかり身に付けられていると思います。また、教職員の専門性が向
上することで、地域医療や社会への貢献度が高まる好循環を生み出せるのではないかと
思います。

学生が多様化している中で、教職員の学生指導も大変だと拝察する。引き続き教職員が
チーム意識をもって教育活動に取り組めるように、日頃の職場環境の充実を意識しても
らいたい。


